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【はじめに】

 第3回マージン検討会において、北陸フェンスにおける電源Ⅰ´広域調達のためのマージン設定について、関西⇒北陸向きのマージンは
北陸フェンス（順方向）に設定することとした。

 先般、電源Ⅰ´広域調達のためのマージン設定に係るシステム改修の詳細仕様が定まり、マージン設定方法に変更があったため、事
務局より周知する。

 2021年度以降、北陸エリアで電源Ⅰ´広域調達があった場合には、本資料に基づいて対応していただきたい。（2020年度は、北
陸エリアにおいて電源Ⅰ´の広域調達はなし）

出典：2019年度 第3回マージン検討会 資料2 一部朱書へ修正および赤枠追加
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【2019年度 第3回マージン検討会で連絡した対応の変更点】

 電源Ⅰ´広域調達のマージンは、北陸フェンスにのみ設定するのではなく、越前嶺南線（または南福光）にも設定する。

 設定パターン（例）

 越前嶺南線に作業無し（越前嶺南線2回線併用）の場合：「北陸フェンス」と「越前嶺南線」に電源Ⅰ´広域調達のマージンを設定

 越前嶺南線に作業あり（越前嶺南線2回線停止、南福光交流連系）の場合：「北陸フェンス」と「南福光」に電源Ⅰ´広域調達のマージンを設定

前回連絡時 ⇒ 今回の変更点

電源Ⅰ´広域調達のマージンの設定は、

・北陸フェンス

に設定する

電源Ⅰ´広域調達のマージンの設定は、

①北陸フェンス
②越前嶺南線または南福光のいずれか※

に同量のマージンを設定する（①、②の両方）

※原則として、電源Ⅰ´は交流連系線を使用するため、通常は越前嶺南線を使用する。
（資料3-2 スライド4参照）

【参考】「電源Ⅰ´発動時のシステムの機能」における「電源Ⅰ´広域調達のマージン」の扱い（仕様）

 電源Ⅰ´発動時には、発動時のシステムの機能において、電源Ⅰ´広域調達のマージンとして設定した枠の中を、電源Ⅰ´発動量が流せるか否かの判定
を実施する。

 判定時には、「上記①のマージン」と「上記②のマージン」の双方の設定値のうち「小さい方のマージン」に発動量を流すことが可能か、システム内

で判定をする。

 仮に、電源Ⅰ´広域調達のマージンが上記①と上記②の双方に設定されておらず、一方にだけ設定されている場合は、設定されていない方のマージン
がゼロの扱いとなり、発動量が流せるかの判定の対象となる。この場合、そのゼロの枠の中には発動量は流せないという判定となってしまい、上記②の2
ルートとも流せなくなるため、マージン設定は上記①と②の双方にセットする必要がある。

 なお、電源Ⅰ´ を流すことが可能である判定となった場合、電源Ⅰ´広域調達の設定マージン量から電源Ⅰ´発動量が減じられると同時に、計画潮流に電
源Ⅰ´発動量が加算される。
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第3回マージン検討会で示した設定例について、以下のとおり訂正する。

【前回マージン検討会での設定例】（訂正前）

【今回変更点を反映した設定例】（訂正後）

マージン種類と設定量 越前嶺南線
(逆方向)

三重東近江線
(順方向)

南福光
(順方向)

北陸F
(順方向)種類 設定量

Ⅰ´（中部⇒北陸） 80 0 80 0 80

Ⅰ´（中部⇒関西） 140 － 140 － －

Ⅰ´（関西⇒北陸） 20 0 － 0 20

越前嶺南A1(逆) ０ 0 － － －

三重東近江A1(順) ０ － 0 － －

南福光 (順) ０ － － 0 －

既存の北陸F(順) 590 － － － 590

合計 0 220 0 690

（MW） 中部・北陸・関西間におけるマージンの設定例

北陸エリア

中部エリア関西エリア

上限値220上限値640

上限値220

南福光越前嶺南

上限値640

三重東近江

北陸FのⅠ´

設定値100

設定値 0 設定値 0

設定値220

北陸Fマージン合計690MW
＝既存のマージン590MW＋電源Ⅰ ´ 100MW

マージン種類と設定量 越前嶺南線
(逆方向)

三重東近江線
(順方向)

南福光
(順方向)

北陸F
(順方向)種類 設定量

Ⅰ´（中部⇒北陸） 80 80 80 0 80

Ⅰ´（中部⇒関西） 140 － 140 － －

Ⅰ´（関西⇒北陸） 20 20 － 0 20

越前嶺南A1(逆) ０ 0 － － －

三重東近江A1(順) ０ － 0 － －

南福光 (順) ０ － － 0 －

既存の北陸F(順) 590 － － － 590

合計 100 220 0 690

（MW） 中部・北陸・関西間におけるマージンの設定例

北陸エリア

中部エリア関西エリア

上限値220上限値640

上限値220

南福光越前嶺南

上限値640

三重東近江

北陸FのⅠ´

設定値100

設定値100 設定値 0

設定値220

北陸Fマージン合計690MW
＝既存のマージン590MW＋電源Ⅰ ´ 100MW


